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¬十
五

ヽ
六
世
紀
に
始
ま

っ
た
大
航
海
時
代
以
前

ッ
パ
は
、
世
界
の
先
進
地
域
で
は
な
か

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
を
除
き
、
ヨ
ー

ロ

′̈

パ
は
、
長

い
間

、
歴
史

の
陰
に
隠
れ
て
眠
り
続
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
存
在
感
が
高

ま

っ
た
の
は
、
大
航
海
時
代
以
後

の
こ
と
で
あ
り

世
界
の
覇
者
と
な

っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
産
業
革

命
を
経
た
後
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
世
界
は
、
相
互
に
作
用
し
合

い
な
が

ら
、
各
地
域
が
独
立
的
な
文
明
圏
を
構
成
し

、
完

結
し
た
政
治
構
造
を
持

っ
て
い
た
。

十
五
～
六
世
紀
頃
の
世
界
は
、
中
国
文
明
日

の

東
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
文
明
圏
の
南
ア
ジ
ア
、
イ
ス

年

目

悧
２‐
１４
行

ＮＯ
，成
月
発

平
３

一　

　

　

　

　

　

　

一

太

田

精

ラ
ー
ム
文
明
圏
の
西
ア
ジ
ア

・
北
ア
フ
リ
カ
、
ビ

ザ
ン
チ
ン
文
明
日
の
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
キ
リ
ス
ト

教
文
明
日

の
西
コ
ー

ロ
ッ
パ
、
中
米
の
ア
ス
テ
カ

・
マ
ヤ
の
文
明
圏
、
南
米
の
イ

ン
カ
文
明
圏
と
七

つ
の
文
明
日
が
並
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間

、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
明
王
朝
の
鄭
和
の

船
団
が
、
十
五
世
紀

、
西
ア
ジ
ア
か
ら
北
ア
フ
リ

カ
ま
で
足
を
仲
ば
し

、
活
発
な
商
活
動
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
西
ア
ジ
ア
で
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国

と
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
国

の
存
亡
を
賭
け
て
、
互
い

に
し

の
ぎ
を
削

っ
て
い
る
。
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
は

、

そ
の
後
東
西
に
分
裂

、　
一
五
〇
〇
年
に
滅
亡
し
た
。

そ
の
す
ぐ
西
で
は

、
ロ
ー
マ
お
よ
び
オ
リ
エ
ン

ト
の
文
明
を
引
き
継

い
だ
ビ
ザ

ン
チ
ン
帝
国
が

、

|

|

例

会

の

お

知

ら

せ

◎
　
３
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２‐
年
３
月
あ
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

〈
ム
　
場
　
日
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

社
会
教
育
館
　
第
２
研
修
室

講
　
演
　
一呂
橋
由
貴
彦
氏

テ
ー

マ
　

「
マ
テ
オ
リ

ッ
チ
の
世
界
図
を

中
心
に
し
て
」

自
由
執
筆
は
三
戸
岡
道
夫
　
瀧
澤
中

島
津
隆
子
の
諸
氏
。
締
切
り
　
３
月
末

◎
　
４
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２‐
年
４
月
２２
日

（
水

）

午
後
６
時
～
８
時

△
本
　
場
　
日
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

社
会
教
育
館
　
第
２
研
修
室

講
　
演
　
千
坂
精

一
氏

テ
ー
マ
　
未
定

自
由
執
筆
は
柴
田
弘
武

鯨
沸
海
の
諸
氏

。
締
切
り

史

遊

会

通

月
講
演

十

五

～

六

世

紀

の

世

界

と

日

本

つ )́
た ヨ
0 1

ロ

山
本
鎖
雄

４
月
末
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バ
ル
カ
ン
半
島

へ
の
進
出
を
図
る
オ
ス
マ
ン
ト
ル

コ
と
の
熾
烈
な
争
い
に
敗
れ
、
千
年
の
栄
華

の
幕

を
閉
し
た
。

西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は

、
ベ
ニ
ス
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
、
ナ
ポ
リ
な
ど
の
都
市
国
家
が

、
地
中
海
貿
易

で
西
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
物
産
を
扱

い
、
富

を
蓄
え
、
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
期
を
迎
え
て
い
た
。

一
方

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ス
パ
ニ
ア
は
、
レ
コ

ン
キ
ス
タ

（
国
上
回
復

）
の
旗
印
を
掲
げ

、
イ
ス

ラ
ー
ム
を
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
追

い
落
と
し

、
そ

の
勢

い
を
駆

っ
て
、
地
中
海
貿
易
に
割
り
込
も
う

と
し
た
。
し
か
し
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
目
が
そ

の
行
く
手
に
大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か

っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
両
国
は
、
大
西
洋
を
西
に
航
海

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
イ

ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
の

産
品
を
人
Ｆ
し
よ
う
と
考
え
た
。

卜
こ
性
紀
末

、
イ
ス
パ
ニ
ア
は
、
大
西
洋
を
西

に
進
ん
で
ア
メ
リ
カ
大
陸

へ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、

喜
望
峰
を
回

っ
て
、
イ

ン
ト
に
到
達
し
た
。
大
航

海
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る

。

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は

、
ア
ス
テ
カ
、
マ
ヤ
、
イ

ン
カ
と
い
っ
た
古
代
文
明
が
栄
え
て
い
た
。
だ
が

国
内
に
お
け
る
各
部
族
間

の
対
立

、
古
代
国
家
に

見
ら
れ
る
呪
術
的
統
治
機
構
な
ど

、
社
会
的
な
慣

習

、
制
度
か
足
枷
と
な

っ
て
、
武
力
に
勝
る
イ
ス

パ
ニ
ア
に
よ

っ
て
征
服
さ
れ
た
。
コ
ー

ロ
ッ
パ
大

陸
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
染
病
も
、

人
日
の
減
少
を
も
た
ら
し

、
国
力
を
低
ド
さ
せ

、

滅
亡
を
早
め
る
要
因
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ス
パ
ニ
ア
は
、
こ
れ
ら
の
国

々
の
財
宝
や
Ｌ

地
を
奪

い
、
各
地
の
鉱
山
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
金
銀
鋼
を
産
出
し

、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
貿

易
の
代
価
と
し
て
こ
れ
を
使
用
し
た
。

一
方

、
ポ
ル
ト
ガ

ル
は
、
イ

ン
ド
の
ゴ
ア
に
拠

点
を
設
け
、
後
に
シ
ャ
ム
、
マ
ラ

ッ
カ
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
の
各
地
に
進
出
し
、
綿
や
胡
椒
な
ど
の
香

辛
料
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
運
ん
だ

¨
と
こ
ろ
が

、
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
出
品
は
限
ら
れ
て
い
た
。
鉄

砲
な
ど
の
武
器
と
毛
織
物
し
か
な
く

、
熱

い
東
南

ア
ジ
ア
に
は
、
毛
織
物
の
需
要
は
な
か

っ
た
。

そ
二
で
、
海
運
力
を
籠

「
た
貿
場
網
を
構
築
し

、

イ
ン
ド
　
東
南
ア
ジ
ア
、
日
本
　
中
国
　
リ
ー

ロ

ッ
バ
に
ま
た
が
る
三
角
貿
易
を
展
開
し
た

こ
う
し
て
十
五

ヽ
六
世
紀
半
ば
頃
ま
で
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
は
、
世
界
の
海
に
君
臨

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
卜
六
陛
紀
末

、
イ
ス
パ
ニ
ア

か
ら
独
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
が

、
新
興
国
と
し
て
歴

史

の
表
舞
台
に
登
場
す
る
．
ジ

ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、

マ
ラ

ッ
カ
、
日
本
に
拠
点
を
設
け

、
次
第
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
商
旧
を
侵
食
し
た
の
だ

。

そ
の
後

、
英
国
艦
隊
が

、
イ

ス
パ
ニ
ア
の
誇
る

無
敵
艦
隊
を
撃
破
し

、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
に

進
出
す
る
と
と
も
に
大
西
洋
を
越
え
て
北
米
大
陸

に
到
達
し
、
植
民
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
ビ
ザ

ン
チ
ン
帝
国
が

、

一
四
五

二
年

、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
減
ぼ
さ
れ

、

そ
の
文
明
が

、
新
興
国

ロ
シ
ア
に
よ

っ
て
引
き
継

が
れ
た
。
そ
の
ロ
シ
ア
は

、
―
六
世
紀
末
ウ
ラ
ル

山
脈
を
越
え
、
シ
ベ
リ
ア
進
出
を
開
始
し
て
い
る

西
ア
ジ
ア
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
る
帝
国
が

、

そ
れ
ぞ
れ
英
邁
な
満
■
を
輩
出

、
国
力
を
誇

小
し

て
い
る

¨
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
ス
レ
イ

マ
ン
人
帝

イ

ン
ド
　
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
ア
ク
バ
ル
人
帝

、
ペ

ル
シ
ャ
　
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
朝
の
ア

ッ
バ
ス
大
帝
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
卜
六
階
紀
か
ら
卜
け
世
紀
に
か
け

て
、　
強
力
な
国
家
を
率

い
、
領
■
を
拡
張
し
た
．

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は

、
こ
れ
ら
の
強
人
な
政
治
　
軍

事
力
を
持

つ
国
と
は
対
抗
で
き
な
か

っ
た
。
東
南

ア
ジ
ア
の
豊
か
な
物
産
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は

こ
れ
ら
の
地
域
を
迂
回
せ
ざ
る
を
得
ず

、
活
路
を

海
に
求
め
た
の
で
あ
る

．

日
本
も
ま
た
、
海
洋
国
家
と
し
て
、

南
ア
ジ
ア
に
乗
り
出
し
て
い
る
‘
十

元
寇
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
日
本
は
、

在
が

、
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

ぅ
中
国

、
東

世
紀
末

、

外
国

の
存

た
。　
た
茂
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国
内
に
お
け
る
各
部
族
間

の
対
立

、
古
代
国
家
に

見
ら
れ
る
呪
術
的
統
治
機
構
な
ど

、
社
会
的
な
慣

習

、
制
度
が
足
枷
と
な

っ
て

、
武
力
に
勝
る
イ

ス

に
よ

っ
て
困
窮
し
た
九
州
の
武
士
や
庶
民
は
、
海

商
と
な

っ
て
朝
鮮
、
中
国
の
沿
岸
に
出
没
、
密
貿

易
や
海
賊
行
為
を
行

い
、
倭
寇
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
た
。
倭
寇
に
は
、
中
国
人

、
朝
鮮
人
で
構
成

す
る
集
団
も
あ
り
、
必
ず
し
も
日
本
人
だ
け
で
は

な
か

っ
た
。

十
五
世
紀
初
頭
、
足
利
幕
府
の
三
代
将
軍
義
満

は

、
幕
府
財
政
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
対
明
貿
易

を
積
極
的
に
進
め
た
。
明
が
正
式
に
許
可
す
る
勘

合
貿
易
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
明
の
冊
封
国
と
な
る
必
要
が
あ
り
、

「
日
本
国
王
臣
源
道
義

」
と
書
い
た
国
書
を
明
に

送

っ
た
。
そ
れ
に
応
え

、
明
の
永
楽
帝
は
、

「
日

本
国
王
之
印

」
を
与
え
て
日
本
を
冊
封
国
と
し
た
。

義
満
が
明

の
冊
封
を
求
め
た
理
由
は
、
単
に
貿

易
上
の
利
益
だ
け
で
は
な

い
。
明

の
権
威
を
借
り

る
こ
と
に
よ

っ
て
名
実
と
も
に
日
本
の
統
治
者
と

し
て
、
国

の
内
外
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ

の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
国

々
は
古
く
か
ら
中
国
と
冊
封
関

係
を
結
び

、
中
国
の
外
藩
の
工
と
し
て
、
歴
代
の

中
国
王
朝
に
臣
下
の
礼
を
尽
く
し
て
き
た
。
十
五

～
六
世
紀
に
は
、
朝
鮮

、
シ
ャ
ム
、
安
南

、
琉
球

な
ど
中
国
周
辺
の
多
く

の
国
が
冊
封
国
と
な

っ
て

い
る
。

史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
。
ジ

ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、

マ
ラ

ッ
カ
、
日
本
に
拠
点
を
設
け
、
次
第
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
商
圏
を
侵
食
し
た
の
だ
。

南
ア
ジ

ア
に
乗
り
出
し

て
い
る

。
十
三
世
紀
末

、

元
寇
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
日
本
は

、
外
国

の
存

在
が

、
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

。
元
寇

日
本
は
、

「
邪
馬
台
国

」
の
頃
に
は
、
魏
の
冊

封
を
受
け
た
。
そ
れ
以
後

、
飛
鳥
、
奈
良

、
平
安

、

鎌
倉
時
代
を
通
し
て
、
中
国
の
歴
代
王
朝
に
、
冊

封
を
求
め
な
か

っ
た
。
義
満
の
行
為
は
異
例
な
こ

と
と
し
て
、
国
内
の
批
判
を
浴
び
た
。
し
か
し

、

義
満
死
後
も
勘
合
貿
易
の
魅
力
は
、
絶
ち
が
た
く

一
五
四
七
年

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

の
来
航
す
る
直
前

ま
で
冊
封
関
係
は
続

い
た
の
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
が
こ
ぞ

っ
て
冊
封
を
受
け
た
の

は
、
貿
易
上
の
利
益
と
国
防
上

の
利
点
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

中
国
は
、
冊
封
関
係
の
あ
る
国
が
朝
貢
し
て
き

た
場
合

、
朝
貢
品
以
上
の
文
物
を
見
返
り
と
し
て

与
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
貿
易
上
は
む
し
ろ
持

ち
出
し
に
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

ま
た
、
冊
封
関
係
に
あ
る
国
が

、
他
国
か
ら
侵

略
さ
れ
た
場
合
に
は

、
救
援
軍
を
送
ら
ね
ば
な
ら

ず

、
経
済
的

、
軍
事
的
に
、
負
担
を
感
じ
る
こ
と

も
少
な
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
室
町
幕
府
が
倒
れ
て
後

、
安
上

、
桃

山

、
江
戸
時
代
を
通
し
て
中
国
と
は
冊
封
関
係
に

な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
十
六
世
紀
半
ば
以
後
は

中
国
と
の
正
式
な
外
交
関
係
は
な
く
、
明
治
期
を

迎
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が

、
長
崎
港
に
限
定
し
て

中
国
船

の
入
港
を
認
め
、
貿
易
は
行

っ
て
い
た
。

一
方
、
朝
鮮
と
は
、
徳
川
政
権
に
な

っ
て
か
ら
、

国
交
を
回
復
し
た
。
朝
鮮
は
、
朝
鮮
■
と
名
乗

っ

て
通
信
使
を
日
本
に
派
遣
し
て
い
る
。
冊
封
国
で

な
い
日
本
は

「
上

」
と
名
乗
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

中
国
の
朝
貢
国
で
は
な

い
か
と
の
誤
解
を
招
く
こ

と
を
恐
れ

、

「
大
君

」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
。

江
戸
幕
府
は
、
当
初
、
朱
印
状
を
出
し
て
朱
印

貿
易
を
行

っ
て
い
た
。
実
質
的
に
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
各
地
で
中
国
品
を
仕
入
れ

、
中
国
向
け
の
日

本
品
を
そ
こ
で
売
り
捌

い
て
い
た
の
で
あ
る
。

清
朝
と
の
交
易
は
、
外
藩

の
国
王
の
印
文
を
携

行
す
る
も
の
だ
け
が
許
さ
れ
た
。
日
本
も
ま
た
、

中
国
か
ら
直
接
来
航
す
る
船

の
長
崎
入
港
を
禁
じ

て
い
た
。
日
中
貿
易
は
、
国
交
の
な

い
ま
ま
中
国

船
が
長
崎
に
来
航
し

、
行

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
大
の
貿
易
品
は
日
本
か
ら
の
銅

、
中
国
か
ら
の

生
糸
と
書
籍
で
あ

っ
た
。

書
籍
は
、
江
戸
時
代

の
文
化
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。
漢
籍
の
輸
入
に
よ
り

、
教
学
と
し
て
の

儒
学
が
幕
府
支
配
体
制

の
精
神
的
な
支
柱
と
な

っ

た
の
で
あ
る
。

十
七
～
十
九
世
紀
の
間
に
コ
ー

ロ
ッ
パ
は
産
業

革
命
と
植
民
地
獲
得
競
争
に
よ
り
、
経
済
力
と
軍

事
力
を
強
化
し

、
他
の
文
明
圏
の
経
済

・
軍
事
パ

ワ
ー
を
大
き
く
引
き
離
し
た
。
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日
本
も
二
の
喘
　
近
代
技
術
　
軍
事
「
の
画
ｒ

大
ネ
く
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
た
か
　
田
沖

の
■
和

と
安
定
か
独
自
の
社
会

、
産
業
シ
ス
テ
ム
を
形
成

し

、
同
時
に
、
長
崎
か
ら
入
る
コ
ー

ロ
）
パ
や
東

ア
ジ
ア
の
動
静
は

、
幕
府

、
有
識
者
の
間
に
も
届

い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
他
の
国

々
に
比
べ

、
近

代
化

へ
の
準
備
が
整

っ
て
い
た
の
で
あ
る
．

黒
船
の
来
航
は
、
確
か
に
日
本
全
国
を
震
憾
さ

せ
か
．
卜
か
―
　
わ
す
か
二

ヽ
四
Ｉ
●
”
欄
”

■
―

ロ
ッ
パ
の
経
済

、
社
会
　
政
治
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
ニ
１１
が
で
き
た
の
は

、
十
１１
ヽ
大
世
紀

の
対
外
活
動
が
も
か
ら
し
た
ボ
映
と
海
外
情
勢
を

把
握
す
る
窓
日
か
開

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
．

十
九
世
紀
に
な

っ
て
、
ド
イ
ツ
の
摩
史
学
者
摯

ン
タ
か
、
コ
ー

ロ
ッ
ハ
中
心
カ
ーーー
界
観
に
も
と

つ

く
肇
中
一を
発
表
し
た
．
と
き
あ
″
二
・も
　
マ
■
ク

ス
の
経
済
発
展
段
階
説
や
、
ダ
ー
ウ
イ
レ
の
進
化

論
か
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
時
代
で
あ
る
。

明
治
以
来
の
日
本
の
歴
史
教
育
は
こ
の
ラ
ン
ケ

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
き
た

、
そ
の
た
め

、
世

界

の
文
明
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー

マ
以
来
今
日
ま

で

つ
ね
に
コ
ー
ロ
ッ
（
中
心
に
動

い
て
き
た
よ
う

な
錯
覚
を
起
こ
し
て
し
ま

ぅ
た
め
で
あ
る
。

そ
う
し
た
世
界
観
を
改
め
　
こ
れ
か
ら
は

、
名

極
的
な
文
明
日
の
相
互
作
用
の
歴
史
と
し
て

、
世

界
史
を
見
●
す

―
た
が
必
要

で
は
な
か
ろ
う
か

‘

そ
う
す
る
こ
と
が
　
く
人
的
々
／

ロ
ー
バ

ル
化

の

進
む
毎
様

な
地
域

ハ
摩
擦
を
和
ら
げ

、
共
存
を
促

す
有
効
な
手
段

の
発
電
に
撃
が
る
も
ハ

ヒ
考
え
ろ

次
第
■
島
心

中

込

　

勝

則

私
は
平
成
〓
十
年
■
月
の
史
遊
会
で
力
講
演
の

中
で
、
日
本
ト
ル
コ
の
親
善
に
力
を
尽
く
し
た
山

田
寅
ン
郎

の
こ
と
と
、
彼
が
ト
ル
コ
に
渡
る
際
に

家
伝
来

の
明
珍
作
の
甲
冑
を
持
参
し
て
皇
帝
ア
プ

ド
ウ
ル

・
（
ミ
ト
三
世
に
Ｌ
産
物
と
し
て
献
Ｌ
し

そ
れ
が
今
も
ト
プ
カ
チ

宮
殿
の
宝
物
館
に
飾
ら
れ

て
い
る
こ

‐
レ
一に
触
れ
ま
―
た́
、が

、

「
山
田
寅
次
郎

な
る
人
物

一
と

「
明
珍
と
い
う
甲
冑
師
の
家

し
に

う
い
て
、
そ
の
後
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
の
で
中

■
げ
た

い
と
思

い
ま
す

）

冶
ニ
ト
ニ
年

）
、
ト
ル
コ
皇
帝
が
、
日
本
と
の
親

善
の
た
め
に
派
遣
し
た
使
節
団
が
帰
途

、
彼
ら
が

乗

っ
て
い
た
ト
ル
コ
軍
艦

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が

相
次
山
県
串
本
沖
で
は
げ
し

い
暴
風
雨
に
あ

っ
て

難
破
し

、
地
元
住
民
の
献
キ
的
努
力
め
甲
斐
な
＜

乗
晏
約
六
五
〇
名
の
う
ち
五
百
余
名
は
死
亡
し

、

助
か

っ
た
の
は
六
九
名
の
み
と
い
う

、
世
界
海
難

史
上
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
事
件
に

つ
ぐ
大
惨
事
と
な

っ
た
の
で
す

。

こ
の
事
件
は
ト
ル
コ
は
も
と
よ
り
日
本
国
内
に

も
深

い
衝
撃
を
与
え
、
明
治
政
府
は
、
軍
鑑

「
金

剛

〓　
，
比
叡

一
を
派
遣
し
て
生
存
者
を
ト
ル
コ
ま

で
送
り
届
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
当
時
三
四
歳

の
山
田
寅
次
郎
は
新
聞
社
な
ど
の
協
力
を
得
て
全

国
を
奔
走
し
て
義
捐
金
を
募
り
ま
し
た
。

（
ト
ル

コ
に
は

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
の
遭
難
者
の
子

孫
も
多
く
残

っ
て
お
り
、
彼
ら
に
は
事
件
は
今
尚

風
化
せ
ず

、
串
本
で
二
年
毎
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

昨
年
は
ト
ル
コ
大
統
領
も
参
加
し
ま
し
た
。
沈
没

船

の
遺
品
引
き
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

）

で
は
山
田
は
ど
ん
な
人
物
だ

っ
た
の
で
し

ょ
う

か
‘彼

は

、
明
治
維
新
が
起
二
る
三
年
前

”
可
応
●

年

（
．
八
六
六

）
、
沼
田
藩
汀

層
家
七
中
村
離
右

蒟
「
力
次
■

■
１
て
■
「
∵
一■

ま
れ
　
「

０

一
＝

|:I I11 11

114
ニ ユ|`
レ

り]

珍

lli

の

`女  ヽ子
な も
事 そ
1牛  も
か  Lll
契 :||
機 が
ξ ト
1´  ′レ
た コ
°
ま1
・ 渡
ブヽ う
人 た
た の
「
「
 は
、́ t欠
り|の
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な
錯
覚
を
起

こ
し

て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る

。

そ
う
し
た
世
界
観
を
改
め

、
こ
れ
か
ら
は

、

極
的
な
文
明
圏

の
相
互
作
用

の
歴
史
と
し

て

、

年

（
一
八
八

一
）
、
茶
道
宗
偏
流
家
元
の
山
田
家

に
養
子
に
入
り
ま
し
た
。
宗
偏
流
と
は
、
千
利
休

の
孫
の
千
宗
旦
の
高
弟
山
田
宗
偏

（
一
六
二
七
～

一
七
〇
八

）
を
流
祖
と
す
る
茶
道

の
由
緒
あ
る
家

柄
で
、
宗
偏
は
、
武
者
小
路
宗
守
　
表
千
家
宗
左

上
異
千
家
宗
室
と
並
ん
で
、　
Ｅ
不
旦
四
大
王

‐́
と

呼
ば
れ
、
宗
旦
よ
り

「
健
び
茶

」
を
学
び
承
継
じ

た
人
物
で
す
。

現
在
日
本

の
茶
道

の
流
派
は
こ
の
四
人
が
起
し

た
そ
れ
ぞ
れ

の
流
派

、
即
ち
、
武
者
小
路
千
家

表
千
家
　
裏
千
家

・
宗
偏
流
の
他
に
、
藪
内
紹
智

を
流
祖
と
す
る
藪
内
流
と
、
古
田
織
部
の
流
れ
を

汲
む
遠
州
流
小
堀
家
が
あ
り

、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

て

「
現
代
茶
道
六
流

」
と
い
い
ま
す
。

寅
次
郎
は
、
当
然
将
来
は
家
元
を
継
ぐ
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
彼
は
あ
ま
り
茶
道

に
関
心
を
示
さ
ず
、
今
風
に
云
え
ば

フ
リ
ー
ジ

ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
し
く

そ
ん
な
縁
で
遭
難
事
件
が
起

っ
た
後

、
熱
血
漢

の

彼
は
各
地
新
聞
社
の
支
援
な
ど
を
得
て
全
国
を
遊

説
し
て
当
時

の
金
で
五
千
円

（
現
在
の
通
貨
価
値

で
い
え
ば

一
億
円

）
と

い
う
義
捐
金
を
集
め
ま
し

た
。
こ
れ
を
ト
ル
コ
側
に
渡
す
に

つ
い
て
、
当
時

の
外
相
青
木
周
蔵
の
意
見
に
従

っ
て
、
義
捐
金
手

交

の
た
め
に
ト
ル
コ
に
渡

っ
た
の
で
す
。
ト
ル
コ

上
げ
た

い
と
思

い
ま
す

。

そ
も
そ
も
山
田
が
ト
ル

コ
に
渡

っ
た

の
は
次

の

よ
う
な
事
件
が
契
機

で
し
た
。　
一
人
八
九

年

（
明

で
大
歓
迎
を
受
け
た
後

、
皇
帝
か
ら

「
こ
の
地
に

止
ま

っ
て
ト
ル
コ
国
民
に
日
本

の
こ
と
や
日
本
語

を
教
え
て
く
れ
る
よ
う

」
要
請
さ
れ
、
長

い
問
現

地
に
在
住
し
、
貿
易
会
社
を
営
ん
だ
り

、
日
本
語

を
教
え
た
り
し
て
、
第

一
次
世
界
大
戦
で
情
勢
が

不
穏
に
な

っ
て
帰
国
す
る
ま
で
現
地
に
暮
ら
し

、

大
使
の
交
換
が
な
か

っ
た
時
代

の
両
国
の
間
の
い

わ
ば
民
間
大
使
の
役
割
を
果
し

、
日
本
と
ト
ル
コ

の
親
善
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
間

明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五

）
に
は
、
日
本
に

一

時
帰
国
し

、
そ
の
際
大
阪
に
於

い
て
東
洋
製
紙
会

社

（
王
子
製
紙
の
前
身
の

一
つ
）
を
興
し
た
り
し

て
い
ま
す

。

第

一
次
大
戦
後
日
本
に
帰

っ
た
山
田
は
、
製
紙

業
に
専
心
し
て
関
西
実
業
界
に
於

い
て
活
躍
し
、

昭
和
三
年
に
は
吹
田
製
紙

（
現
三
島
製
紙

の
吹
田

工
場

）
を
創
業
し

、
昭
和
十

一
年
に
は
三
島
製
紙

と
合
併
し
て
、
同
社

の
社
長

・
会
長
を
歴
任
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
彼
は
茶
道

の
人
と
い
う
よ
り

も
実
業
人
と
し
て
の
資
質
が
勝

っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
宗
偏
流
家
元
は
、
先
代
が
死
去
後
四
十
年
間

も
空
席
と
な

っ
て
い
た
為

、
弟
子
達
か
ら
懇
願
さ

れ
て
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三

）
、
彼
が
五
七
歳

の
時
に
家
元
を
継
ぎ

、
第
八
世
宗
有
を
名
乗
り
ま

、
明
治
維
新
が
起

こ
る
二
年
前

の
慶
応
二

八
六
六

）
、
沼
田
藩
江
戸
家
老
中
村
雄
右

次
尋
七
与
て
■
●
打
生
ま
れ

、
明
治

Ｆ
潤

し
た
。

一
方

、
山
田
が

、
日
本
か
ら
持
参
し
て
ト
ル
コ

皇
帝
に
献
上
し
た
家
伝
来
の

「
明
珍
作
の
甲
冑

」

と
は
い
か
な
る
山
緒
の
も
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ

は
姫
路
藩
主
に
仕
え
て
い
た
甲
冑
師
明
珍
家

の
手

に
な
る
も
の
で
す

。
明
珍
家
と
い
え
ば

、
古
く
か

ら
甲
冑
師
と
し
て
名
高
く
、
補
正
成
の
鎧
兜

、
武

旧
信
玄

の

「
諏
訪
法
性
の
兜

」
な
ど
鎌
倉
か
ら
戦

国
時
代

の
多
く
の
武
将

の
甲
冑
を
作

っ
て
い
ま
す

。

源
平
時
代

、
後
白
河
天
皇
の
前
の
近
衛
天
皇

（
一

一
四

一
～
五
五

）
に
鎧
轡
を
献
上
し
て

「
音
響
朗

々
、
光
り
明
白
に
し
て
玉
の
如
く

、
類
稀
な
る
珍

器
な
り

」
と
賞
賛
さ
れ

、

「
明
珍

」
の
姓
を
授
か

っ
た
と
い
う
由
緒
あ
る
甲
冑
師
で
、

一
族
は
姫
路

の
ほ
か
小
田
原
な
ど
に
於
い
て
代

々
甲
冑
製
造
を

営
ん
で
栄
え
ま
し
た
。
山
田
家
に
い
つ
の
頃
よ
り

か
こ
の

「
明
珍
作

の
甲
冑

」
が
伝
わ

っ
て
い
た
も

の
と
思

い
ま
す
。

こ
の
由
緒
あ
る
明
珍
家
も

、
明
治
に
至

っ
て
甲

冑
で
は
生
業
が
成
り
立
た
な
く
な

っ
て
、
姫
路
明

珍
家
は
鍛
冶
技
術
を
生
か
し
て
火
箸
の
製
作
を
開

始
し

、
こ
れ
も
当
り
ま
し
た
が

、
燃
料
が
ガ
ス
や

石
油
の
時
代
に
な
る
と
火
箸
も
需
要
が
な
く
な

っ

た
た
め
、
近
年
は

「
火
箸
風
鈴

」
を
考
え

つ
き
ま

し
た
。
火
箸
四
本

の
ま
ん
中
に
軽

い
振
り
子
を

つ

世 多

衛 年
門 ⌒ 彼
の 一 は
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る
し
、
わ
ず
か
な
風
で
も
振
り
子
が
火
箸
に
当
た

っ
て
妙
な
る
響
き
を
発
す
る

「
火
箸
風
鈴
」
は
、

そ
の
音
の
よ
さ
で
姫
路
の
名
物
土
産
と
な

っ
て
い

ま
す
か
ら
ご
存
じ
の
向
き
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
勿
論
、
風
鈴
以
外
に
も
応
用
さ
れ
、
料
理
箸

ス
テ
ッ
キ
な
ど
に
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
十
数
年
前
、
娘
の
結
婚
前
の
思
い
出
に

と
家
内
と
二
人
で
奈
良
や
姫
路
の
方
面
を
旅
行
し

た
際
、
姫
路
駅
で
列
車
待
ち
の
時
、
生
産
物
店
に

自
由
執
筆

維

新

へ

の

胎

動

平

山

　

主
］
之

Ｎ
君
　
デ
」無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
お
元
気
で
す
か
。

私
は
ま
だ
社
団
法
人
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
諮
問
委
員
を
拝
命
し
て
お
り
ま
し
て
、
時
々
佐

倉
へ
行
き
ま
す
。
協
議
会
の
Ｙ
会
長
は
、
元
陸
上

自
衛
隊
の
将
官
で
温
厚
か
つ
毅
然
と
し
た
紳
士
で

す
が
、
先
日
会
長
室
で
雑
談
の
お
り
、
興
味
深
い

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｙ
家
の
ご
先
祖
は
野
州
真
岡
の
郷
七
だ

っ
た
そ

う
で
す
。
寛
永
四
年

（
一
六
二
七

）
、
春
目
局
の

た
く
さ
ん

「
火
箸
風
鈴
」
が
売
ら
れ
て
い
て
、
珍

し
い
も
の
だ
と
は
思
い
ま
し
た
が
そ
れ
以
上
気
に

も
止
め
ず
い

た
の
で
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た

歴
史
的
伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
物
だ

っ
た
の
で
す
。

永
年
祖
業
で
あ

っ
た
甲
冑
製
造
で
鍛
え
た
鉄
に
関

す
る
技
術
が
、
時
代
の
変
遷
を
潜
り
抜
け
て
現
在

ま
で
継
承
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
今
も
尚
生

か
さ
れ
応
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
偉
大
で

且
つ
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

も
と
大
、
稲
葉
正
成
が
大
名
に
列
せ
ら
れ
真
岡
二

万
石
を
領
し

、
家
臣
を
徴
募
し
た
際
こ
れ
に
応
じ

て
、
稲
葉
家
の
家
来
と
な
り
ま
し
た
。
正
成
と
春

日
局
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
嫡
子
稲
葉
■
勝

、
累

進
し
小
田
原
城
主
に
な
り

、
そ
の
子
正
則
は
老
中

に
ま
で
栄
進

。
そ
の
子
正
往
は
小
田
原
か
ら
越
後

高
田
に
移
封

、
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇

一
）
、
同

じ
く
老
中
に
就
任
し

、
す
ぐ
佐
倉
移
封
と
な
り
ま

す
。
こ
の
時
、
Ｙ
家

の
ご
先
祖
も
主
君
に
従

っ
て

初
め
て
佐
倉
に
き
た
と
い
う
わ
け
で
す

）

と
こ
ろ
が

、
享
保
八
年

（
一
Ｌ
．
一三

）
、
山
城

淀
城
主
松
平
乗
邑
が
老
中
と
な
り
佐
倉

へ
、
稲

葉
家
は
淀

へ
と
移
封
さ
れ
る
と
、
Ｙ
家
は
な
ぜ
か

佐
倉
に
そ
の
ま
ま
残

っ
た
そ
う
で
す
。
普
通
は
浪

人
す
る
か
武
士
を
止
め
る
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

松
平
家
に
仕
え
ま
し
た
。
乗
邑
は
八
代
将
軍
吉
宗

の
享
保
改
革
を
補
佐
し

、
実
権
を
振
る
い
ま
し
た
。

延
享
二
年

（
一
七
四
五

）
、
山
形
城
主
堀
田
正

亮
が
老
中
に
就
任

、
松
平
家
と
入
替
え
に
佐
倉
城

主
に
な
る
と
、
ま
た
Ｙ
家
の
ご
先
祖
は
佐
倉
に
残

り

、
新
城
主
の
堀
田
家
に
仕
え
ま
す
。

か
く
三
度
に
わ
た
り
主
君
を
変
え
た
と
い
う
の

は
ど
う
し
て
か
。
名
臣
と
し
で
新
城
主
に
請
わ
れ

て
残

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
が

、
し
か

し

「
都
度

、
禄
高
は
減
ら
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
ね

一

と
、
Ｙ
氏
は

い
わ
れ
た
の
で
、
ど
う
も
Ｙ
家
か
ら

希
望
し
た
よ
う
で
す
。
余
程
佐
倉
が
気
に
人

っ
て

い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
或

い
は
偶

々
二
回
と
も
旅

が
出
来
ぬ
事
情
で
も
あ

っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

以
後
は
堀
田
家
が
相
次
い
で
明
治
に
至
り

、
明

治
初
め
の
頃
、
Ｙ
家
当
主
は
ア
メ
リ
カ
で
写
真
の

修
業
を
積
み
ま
し
た
。
帰
朝
後

、
初
め
東
京
で
、

そ
の
後
佐
倉
で
写
真
館
を
開
業
さ
れ
ま
す

。
新
時

代
に
即
応
し
て
い
っ
た
の
は
日
米
修
好
通
商
条
約

の
立
役
者

、
堀
田
正
睦
の
家
臣
教
育
の
結
果
で
し

ょ
う
か
。
佐
倉
に
は
連
隊
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

兵
士
や
面
会
家
族

の
記
念
写
真
を
と
る
人
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
も
Ｙ
写
真
館

は
盛
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
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お
話
を
伺

い
ま
し
た

。

Ｙ
家

の
ご
先
祖
は
野
州
真
岡

の
郷
ｔ
だ

っ
た
そ

う

で
す

。
寛
永
四
年

（
一
六

二
七

）
、
春
日
局

の

さ
て
、
私
が
右
の
話
で
興
味
深
く
感
じ
た
の
は
、

封
建
時
代
の

「
忠
節
」
と
い
う
観
念
の
変
化
、
亦

「
藩
」
の
法
人
化
と
い
う
も
の
を
そ
こ
に
観
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

司
馬
遼
太
郎
は
言
い
ま
す
。

「
幕
末
の
志
士
た

ち
が
使
う

″
藩

″
と
い
う
こ
と
ば
に
は

〃
法
人

″

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
徳
川
初

期
に
は
、
福
島
左
衛
門
大
夫
家
来
何
の
誰
兵
衛
、

細
川
越
中
守
家
来
何
の
誰
兵
衛
で
あ

っ
て
、
肥
後

藩
、
熊
本
藩
の
何
の
誰
兵
衛
と
は
言
わ
な
い
。

″
肥
後
藩

・
熊
本
藩

″
と
言
い
出
し
た
こ
ろ
に
は
、

す
で
に
藩
主
は
象
徴
化
さ
れ
制
度
化
さ
れ
て
藩
主

も
藩
士
た
ち
も
自
然
人
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
」

（
「
手
掘
り
日
本
史
」

・
集
英
社
文
庫

）

明
治
維
新
の
原
動
力
と
な

っ
た
西
南
雄
藩
ほ
ど

そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
封
建
制
を

打
破
す
る
に
は
、
主
君
個
人
へ
の
忠
節
を
脱
皮
し
、

藩
或
い
は
日
本
国
と
い
う

「
組
織
」
へ
の
忠
と
い

う
概
念
を
も

つ
こ
と
が
必
須
で
、
こ
れ
こ
そ
明
治

維
新
の
源
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ

「
法
人
と
し
て
の
藩
」
と
い
う
見
方
が
で
て

き
た
か
に
つ
い
て
は
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま
た
。

淀
城
主
松
平
乗
邑
が
老
中
と
な
り
佐
倉

へ
、
稲

葉
家
は
淀

へ
と
移
封
さ
れ
る
と

、
Ｙ
家
は
な
ぜ
か

佐
倉
に
そ

の
ま
ま
残

っ
た
そ
う

で
す

。
普
通
は
浪

自
由
執
筆

興

津

、

坐

漁

荘

松

川

　

博

光

坐
漁
荘
は
昭
和
前
期
の
最
後
の
元
老
、
西
園
寺

公
望
の
別
荘
で
、
中
心
か
ら
離
れ
た
所
か
ら
政
治

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
権
力
の
館
で
も
あ

っ
た
。

そ
こ
は
後
継
の
首
相
が
決
め
ら
れ
る
場
と
し
て
、

西
園
寺
が
健
在
の
と
き
、
機
能
し
て
い
た
。

近
代
日
本
の
立
憲
君
主
制
は
明
治
憲
法
と
国
会

開
設
に
よ
り
成
立
し
た
。
制
度
と
運
用
は
伊
藤
博

文
ら
薩
長
藩
閥
勢
力
が
実
権
を
握
り
、
行
わ
れ
た
。

大
日
本
帝
国
憲
法
の
も
と
で
、
天
皇
を
い
か
に
守

り
ぬ
く
か
に
、
西
園
寺
は
腐
心
し
た
。
元
老
は
明

治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
政
界
の
最
高
首

脳
で
あ

っ
た
重
臣
で
、
勅
命
に
よ
り
任
命
さ
れ
、

国
家
の
最
高
政
策
の
決
定
に
携
わ

っ
た
。

内
政
、
外
交
と
軍
部
統
制
が
軌
道
に
乗
り
、
政

党
内
閣
が
続
い
て
い
る
間
は
、
興
津
詣
で
の
政
治

家
、
軍
人
等
や
、
私
設
秘
書
か
ら
の
情
報
で
対
応

す
る
と
い
う
政
治
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
た
。

西
園
寺
は

一
九

一
九
年
、
パ
リ
講
和
会
議
全
権

委
員
の
仕
事
を
終
え
て
帰
回
後
、
こ
の
別
荘
に
移

住
し
た
。
坐
漁
荘
は
住
友
家
の
費
用
で
建
築
さ
れ
、

彼
の
実
弟
の
住
友
友
純
か
ら
西
園
寺
に
提
供
さ
れ

兵
士
や
面
会
家
族

の
記
念
写
真
を
と
る
人
が
多
か

っ
た
よ
う

で
す

。
私
が
子
ど
も

の
頃
も

Ｙ
写
真
館

は
盛
業
を
続
け
て

い
ま
し
た

。

た
も
の
で
あ
る
。
渡
辺
千
冬
に
よ
る
命
名
は
、
周

の
文
王
の
故
事
の

一
節
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
群
漁
者
有

　
一
人
坐
漁
Ｈ
群
漁
に

一
人
坐
し
て

漁
す
る
者
あ
り
）

衆
議
院
の
多
数
党
の
指
導
者
が
組
閣
す
る
と
い

う
慣
例
が
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
西
園
寺
は

元
老
と
し
て
権
力
を
持
ち
、
後
継
首
相
推
薦
の
ル

ー
ル
を
作

っ
た
。
彼
は
元
老
の
再
生
産
に
反
対
で

は
な
か

っ
た
が
、
首
相
を
経
験
、
派
閥
か
ら
離
れ
、

世
論
を
考
慮
、
政
党
の
台
頭
に
対
応
、
公
平
な
立

場
で
後
継
首
相
推
薦
を
行
う
人
材
が
い
な
い
の
で
、

ポ
ス
ト
元
老
を
決
め
な
か
っ
た
。

一
九
三
二
年
、
五

・
一
五
事
件
後
、
軍
閥
内
閣

の
時
代
に
入
る
と
、
政
府
　
軍

・
宮
中
の
中
枢
で

形
成
さ
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
昭
和
天
皇

の
権
威
が
揺
ら
ぎ
、
軍
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
、

国
家
統
治
が
不
安
定
と
な
る
。
西
園
寺
の
健
康
も

低
下
し
て
来
た
。
重
臣
会
議
に
比
重
が
移
り
、
近

衛
文
麿
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

西
園
寺
は
壮
年
華
族
の
中
で
、
近
衛
に
最
も
望

み
を
か
け
て
い
た
が
、
こ
こ
ぞ
と
言
う
と
き
に
受

け
て
立

つ
勇
気
を
見
せ
な
か

っ
た
の
で
、
失
望
し

て
い
る
。
自
分
は
同
じ
公
家
と
し
て
、
岩
倉
具
視

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
伊
藤
博
文
を
支
え
て
全

力
を
尽
く
し
て
き
た
の
に
、
こ
の
気
持
が
ど
う
し
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て
近
衛
に
は
伝
わ
ら
な

い
の
か

、
も
ビ
か
し
さ
が

あ

っ
た
。
西
園
寺
の
近
衛
内
閣

へ
の
淡

い
期
待
も

戦
火
の
拡
大
で
失
望
に
変
わ
る
。
元
老

一
人

の
力

に
は
限
界
が
あ

っ
た
。

時
局
は
英
米
協
調
か
ら
、
独
伊
の
全
体
主
義
の

方
が
世
界
の
大
勢
と
い
う
認
識
が
多
数
に
な

っ
た

し
か
し
日
本

の
道
は
、
対
米
及
び
東
ア
ジ
ア
経
済

と
の
貿
易
が
必
須
で
あ
り
、
対
ソ
防
衛
が
基
本
で

お
り
、
こ
れ
か
ら
は
ず
れ
た
政
策
は
国
力
維
持
が

不
可
能
で
あ

っ
た
。
国
際
包
囲
網

の
中

、
軍
事
技

術

の
優
秀
性
を
維
持
し
得
る
、
自
己
完
結
の
産
業

経
済
圏
を

つ
＜
る
こ
と
が
出
来
ず

、
周
辺
国

へ
の

膨
張
主
義

、
資
源
開
発

の
推
進

、
科
学
主
義
が
主

張
さ
れ
る
。
技
術
史
的
に
は
自
動
車
工
業
が
な

い

為

、
量
産
シ
ス
テ
ム
の
圧
換
性
生
産
の
遅
れ
が
致

命
的
で
あ

っ
た
。
ド
イ

ツ
の
技
術
国
策
に
範
を
と

る
べ
き
政
策
が
優
先
さ
れ
た
、
又
中
国
侵
略
を
や

め
る
と
い
う
選
択
肢
は
そ
の
芽
を
何
度
も

つ
ぶ
さ

れ
破
局
を
迎
え
た
。

こ
の
坐
漁
荘
は

一
九
四
〇
年

、
西
園
寺
の
死
去

後

、
高
松
宮

、
西
園
寺
公

一
、
英
人
レ

ッ
ド

マ
ン
、

財
団
法
人
西
同
寺
記
念
協
会
と
継
承
さ
れ
、
建
物

は
明
治
村

へ
移
転
復
元
さ
れ
た
。
現
在
は
現
地
に

再
現
さ
れ
た
建
物
が
あ
る
。
周
辺
に
は
、
清
見
キ

、

Ｌ
垂
峠
が
あ
る
。

一
事
務
局
だ
よ
り

一

※
エ
ッ
セ
イ
集
の
原
稿
は
で
き
ま
し
た
か
．

締
切
り
は
３
月
末
で
す
。

※
２‐
年
度
例
会
予
定
表
を
ご
覧

の
う
え

、
ま
だ
演

題
が
き
ま

っ
て
い
な

い
方
は
、
決
ま
り
次
第

、

事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
訂
正
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
７
３
号
８
頁
下
段
為
行

、
９
頁
上
段
３
、
４

６
行
日
　
　
神
明
↓
新
明

※
出
版
予
定

相
原
精
次
氏

『
関
東
古
墳
散
ホ

』

彩
流
社

※
山
本
鎮
雄
氏
紹
介
図
書

『
社
会
学
辞
典

』

新
明
止
道
編
著

「
復
刻
　
増
補
版

の
刊
行
に
あ
た

っ
て
」

山
本
鎮
雄

平
成
２‐
年
　
会
員
及
び
幹
事

相
原
　
精
次
　
　
　
新
井
　
　
宏

大
田
　
精

一　
　

　

鯨
　
　
瀧
海

佐
藤
　
健

一　
　
　

柴
田
　
弘
武

島
津
　
隆
子

瀧
澤
　
　
中

☆
千
坂
　
精

一

０
中
山
　
喬
央

平
山
　
■
口之

松
川
　
博
光

〇
森
ド
　
征

隆
　
　
　
恵

高
橋
　
山
貴
彦

宅
見
　
勝
弘

〇
中
込
　
勝
則

０
鍋
屋
　
次
郎

藤
谷
　
大
皿
雄

☆

ｉ
戸
岡
　
道
大

山
本
　
鎮
雄

☆
頓
間
　
・中
幹
事


